
私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波

浸水した町方地区。津波の直後、町内各所で火災が発生した

大槌町を襲った大津波。

その被害の全容はどのようなものだったのか。

地理学的な見地から町全域の被害状況を

いま一度振り返るとともに、町を七つの地区に分け、

より細部にわたる状況を明らかにする。
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「
平
成
の
大
津
波
」襲
来

　

町
を
襲
っ
た
大
津
波
が
い
か
に
す
さ
ま

じ
か
っ
た
の
か
を
物
語
る
、ほ
ぼ
１
分
の
時

間
差
で
撮
影
さ
れ
た
同
じ
ア
ン
グ
ル
の
写

真
が
あ
る
。

　

あ
の
日
、
中
心
街
の
大
町
で
内
科
医

院
を
開
業
す
る
植う
え

田た

俊と
し

郎ろ
う

さ
ん（
64
）が

地
震
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
の
は
、午
後

の
診
察
の
最
中
だ
っ
た
。
隣
接
す
る
須
賀

町
の
高
齢
女
性
が
家
の
前
で
倒
れ
て
い
る

と
の
知
ら
せ
を
受
け
て
往
診
し
た
後
、歩

い
て
自
宅
兼
医
院
の
玄
関
先
に
戻
っ
た
。

周
辺
を
点
検
し
て
い
た
妻
の
美み

智ち

子こ

さ
ん

（
64
）が
声
を
上
げ
た
。「
あ
、水
が（
向

か
っ
て
来
る
の
が
）見
え
る
」。
大
槌
湾
に

注
ぎ
込
む
小
鎚
川
の
河
口
か
ら
医
院
ま

で
の
距
離
は
約
３
５
０
メ
ー
ト
ル
。
急
い
で

４
階
の
居
室
ま
で
駆
け
上
が
る
。
日
頃
か

ら
小
型
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
携
行
す
る

美
智
子
さ
ん
が
、窓
際
で
あ
わ
て
て
シ
ャッ

タ
ー
を
切
っ
た
。
津
波
は
河
口
付
近
に
密

集
す
る
家
屋
を
な
ぎ
倒
し
て
も
う
も
う

と
土
煙
を
上
げ
、海
岸
か
ら
真
っ
す
ぐ
に

延
び
る
県
道
を
は
い
上
が
っ
て
医
院
の
約

１
５
０
メ
ー
ト
ル
手
前
ま
で
迫
って
い
た
。

　

植
田
さ
ん
も
部
屋
に
あ
っ
た
一
眼
レ
フ

の
デ
ジ
カ
メ
を
と
っ
さ
に
つ
か
み
、屋
上
に

上
が
っ
た
。
眼
下
は
す
で
に
一
面
の
海
で
、

ど
す
黒
い
波
が
激
し
く
荒
れ
狂
い
、至
る

所
で
渦
巻
い
て
い
る
。「
悪
夢
だ
…
…
」。

先
刻
の
美
智
子
さ
ん
と
同
じ
く
、震
え
る

手
で
レ
ン
ズ
を
河
口
方
面
に
向
け
た
。
灰

色
の
空
に
半
島
が
ぼ
ん
や
り
と
稜
線
を
描

き
、フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
見
え
る
建
造
物

は
、河
口
の
水
門
と
近
く
の
３
階
建
て
ア

パ
ー
ト
の
最
上
階
、２
階
建
て
の
歯
科
医

院
の
屋
上
部
分
の
み
。「
平
成
の
大
津
波
」

が
町
に
襲
い
掛
か
り
、す
っ
か
り
の
み
込
ん

だ
瞬
間
を
捉
え
た
。
年
末
に
購
入
し
た

ば
か
り
で
時
刻
合
わ
せ
済
み
の
カ
メ
ラ
に
は
、

「
午
後
３
時
22
分
」と
記
録
さ
れ
て
い
た
。

　

植
田
さ
ん
は
津
波
を
目
撃
し
て
す
ぐ
、

登
山
用
の
ザ
イ
ル
３
本
を
浸
水
し
な
か
っ

た
居
室
か
ら
屋
上
に
持
ち
出
す
。「
も
っ

と
高
い
津
波
が
来
て
も
、ザ
イ
ル
を
結
び

付
け
て
つ
か
ま
れ
ば
き
っ
と
助
か
る
。
何

と
か
生
き
て
や
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」。

共
に
取
り
残
さ
れ
た
家
族
と
職
員
、向
か

い
の
農
協
や
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
職

員
ら
計
18
人
は
翌
朝
、航
空
自
衛
隊
三

沢
基
地
の
大
型
輸
送
ヘ
リ
に
救
助
さ
れ
、

寺
野
地
区
の
屋
内
運
動
場
に
避
難
し
た
。

（
取
材
／
２
０
１
９
年
３
月
）

植田美智子さんがほぼ同じアングルで約１分前に撮影。津波の先端がＪＲ山田線（当時）の踏み
切りに達している。直後、町は水没した

２
０
１
１
年
３
月
11
日
15
時
20
分
過
ぎ

どす黒い津波にすっかりのみ込まれた大町、須賀町の一帯（植田俊郎さん撮影）

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波　
「
平
成
の
大
津
波
」
襲
来
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明治29年 三陸大津波

昭和8年 三陸大津波

昭和35年 チリ地震津波

平成23年 東日本大震災津波

0 1km

大

槌

川

小
川

鎚

大　　槌　　湾

船　　越　　湾

釡　石　市

100300

100

100

10
0

浪板

吉里吉里

赤浜

安渡

小枕

伸松

町方

沢山

源水

大ケ口

■ 図3–1　大槌町の東日本大震災津波と過去の津波のおおむねの浸水範囲　瀬戸真之・福島大学客員准教授作成

■ 表３–1　死亡者および行方不明者数

■ 表３–3　被害状況別棟数

■ 表３–2　地域別の死亡者および行方不明者数（単位：人、％）

■ 表３–4　地域別被害棟数（単位：棟）

区分 内容（人）

身元判明者 818

行方不明者 415

死亡者合計 1,233

行方不明者数（死亡届未受理） 1

関連死 52

合計 1,286

※2019年６月現在
※関連死を除く

※全壊は流失を、半壊は大規模半壊を含む

※2019年６月現在

地域 人口 身元判明者 行方不明者 死亡者数 死亡者率
町方 4,483 389 271 660 14.7

桜木町・花輪田 1,421 21 2 23 1.6
小枕・伸松 272 32 10 42 15.4

沢山・源水・大ケ口 3,104 61 13 74 2.4
安渡 1,953 170 47 217 11.1
赤浜 938 55 35 90 9.6

吉里吉里 2,475 72 23 95 3.8
浪板 404 14 10 24 5.9
小鎚 499 4 3 7 1.4
金沢 509 0 1 1 0.2
合計 16,058 818 415 1,233 7.7

地域 全壊 半壊 一部損壊 合計
町方 1,690 4 1 1,695

桜木町・花輪田 197 346 7 550
小枕・伸松 100 2 0 102

沢山・源水・大ケ口 197 162 99 458
安渡 665 18 17 700
赤浜 272 6 11 289

吉里吉里 395 38 34 467
浪板 63 4 12 79
大槌 0 0 5 5
小鎚 0 6 21 27
金沢 0 2 1 3
合計 3,579 588 208 4,375

※2014年度に再集計を実施。事業所等を除く
※地震被害を含む

被害区分 棟数（棟） 被災率（％）
流失 3,350 52.2
全壊 229 3.6

大規模半壊 486 7.6
半壊 102 1.6

一部損壊 208 3.2
被災あり（計） 4,375 68.2

被災なし（計） 2,042 31.8
合計 6,417 100

　

建
物
被
害
は
全
壊・半
壊・一
部
損
壊

を
含
め
て
大
槌
町
全
体
で
４
３
７
５
棟

に
及
び
、全
家
屋
の
68・２
％
が
被
災
し
た

（
表
３–

３
）。
小
枕・
伸
松
で
全
て
の
家

屋
が
被
災
し
た
ほ
か
、町
方
や
桜
木
町・

花
輪
田
で
被
災
し
た
家
屋
の
割
合
が
高

い（
表
３–

４
）。
建
物
被
害
が
大
き
か
っ

た
理
由
は
、大
槌
湾・船
越
湾
に
面
し
た

地
区
で
津
波
の
波
高
が
高
かっ
た
こ
と
や
、

内
陸
部
ま
で
津
波
が
河
川
を
さ
か
の
ぼっ

た
こ
と
に
よ
る
。

　

農
林
水
産
施
設
や
商
工
業
施
設
、

観
光
施
設
な
ど
の
産
業
被
害
額
は
約

２
１
７
億
円
で
、道
路・海
岸
施
設
、上
下

水
道
、
学
校
や
社
会
教
育
施
設
、
役
場

庁
舎
や
消
防
署
な
ど
の
公
共
施
設
被
害

が
約
５
７
９
億
円
。
産
業
被
害
と
公
共

施
設
被
害
を
合
わ
せ
た
物
的
損
害
は
約

７
９
６
億
円
に
達
し
た
。

原
発
事
故
の
被
害
も

　

津
波
以
外
の
被
害
で
は
、道
路
の
の
り

面
の
崩
壊
や
舗
装
の
破
損
が
見
ら
れ
た
。

さ
ら
に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
の
影
響
に
よ
り
、特
産
の
原

木
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
ほ
だ
木（
菌
を
植

え
付
け
た
木
）や
牧
草
か
ら
国
の
基
準
値

「
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
」
を

超
え
る
放
射
線
が
検
出
さ
れ
た
。

　

シ
イ
タ
ケ
は
12（
同
24
）年
４
月
に
出

荷
制
限
が
か
け
ら
れ
た
が
、３
年
後
に
一

部
解
除
さ
れ
た
。
19（
同
31
）年
４
月
現

在
、海
外
23
カ
国
で
日
本
産
品
に
輸
入

規
制
措
置
を
継
続
し
て
お
り
、岩
手
県

産
の
水
産
物
に
つ
い
て
は
、青
森・
宮
城・

福
島・
茨
城・
栃
木・
群
馬・
千
葉
の
各
県

と
共
に
韓
国
への
出
荷
が
で
き
な
い
。

　

大
槌
町
は
地
震
に
よ
る
揺
れ
、津
波
、

原
子
力
発
電
所
事
故
と
い
う
３
種
類
の

複
合
的
な
災
害
に
襲
わ
れ
た
。
こ
の
後

に
は
長
期
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

避
難
所
は
津
波
発
生
当
日
の
３
月
11
日

に
城
山
公
園
体
育
館
な
ど
に
設
置
さ
れ
、

ピ
ー
ク
時
の
同
月
16
日
に
は
38
カ
所
に

６
１
７
３
人
が
身
を
寄
せ
た
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

大
槌
町
の
被
害

市
街
地
の
半
分
が
浸
水

　

２
０
１
１（
平
成
23
）年
３
月
11
日
午

後
２
時
46
分
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太

平
洋
沖
地
震
に
よ
り
、大
槌
町
は
大
き

な
揺
れ
と
そ
れ
に
続
く
津
波
に
襲
わ
れ

た
。
こ
の
地
震
の
震
央
は
三
陸
沖
で
、地

震
の
規
模
を
示
す
マ
グ
ニ
チュー
ド
は
９・０

（
モ
ー
メ
ン
ト
マ
グ
ニ
チ
ュー
ド
で
の
表
記
）、

隣
接
す
る
釜
石
市
で
は
震
度
６
弱
を
記

録
し
た（
大
槌
町
役
場
に
あ
っ
た
地
震
計

は
津
波
で
流
失
）。

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
津

波
は
東
日
本
太
平
洋
側
に
広
く
到
達
し

た
。
三
陸
沿
岸
は
海
岸
線
が
入
り
組
ん

だ
リ
ア
ス
海
岸
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、湾

口
の
向
き
や
広
さ
が
多
様
で
あ
り
、津
波

の
被
害
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

大
槌
町
全
体
を
見
る
と
、①
大
槌
湾
に

面
し
た
地
区
②
船
越
湾
に
面
し
た
地
区

③
大
ケ
口
や
桜
木
町
と
いっ
た
町
内
で
も

大
き
な
河
川（
大
槌
川
、小
鎚
川
）に
面

し
た
地
区
―
―
が
津
波
被
害
を
受
け
た

（
図
３–

１
）。
①
と
②
の
湾
に
面
し
た

地
区
が
海
か
ら
の
津
波
に
直
接
さ
ら
さ

れ
た
の
に
対
し
、③
の
大
き
な
河
川
に
沿
っ

た
地
区
は
、川
を
遡そ

上じ
ょ
う

し
た
津
波
が
堤

防
を
越
え
、内
陸
部
に
あ
り
な
が
ら
も

被
害
を
受
け
た
。
国
土
地
理
院
に
よ
る

と
、町
内
で
最
も
高
い
津
波
が
観
測
さ
れ

た
の
は
吉
里
吉
里
港
東
側
で
22・２
メ
ー

ト
ル
、役
場
付
近
の
津
波
高
は
10・７
メ
ー

ト
ル
だ
っ
た
。
こ
の
津
波
に
よ
る
浸
水
面

積
は
町
全
体
で
４
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

達
し
、こ
れ
は
大
槌
町
の
市
街
地・住
宅

地
面
積
の
52
％
に
相
当
す
る
。

人
口
の
８
％
が
犠
牲
に

　

津
波
に
よ
る
死
者・
行
方
不
明
者
は

震
災
関
連
死
の
52
人
を
含
め
、町
全
体

で
１
２
８
６
人
。
関
連
死
を
除
く
と
、町

の
人
口
の
７・７
％
が
犠
牲
に
な
っ
た（
表

３–

１
）。
地
区
別
に
見
る
と
、小
枕・伸

松
15・４
％
、
町
方
14・７
％
、
安
渡
11・

１
％
、赤
浜
９・６
％
の
順
で
死
亡
者
率

が
高
い（
表
３–

２
）。
人
的
被
害
の
大
半

は
海
に
面
し
た
地
区
で
発
生
し
、河
川

津
波
に
襲
わ
れ
た
内
陸
部
で
は
比
較
的

少
な
い
。
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赤浜地区の延焼範囲
日本火災学会　2011年東日本大震災火災等報告書（完全版）から

大槌町中心部の浸水範囲（黄色）と延焼範囲（赤色）
日本火災学会　2011年東日本大震災火災等報告書（完全版）から
© 2011Google-画像、 © 2011 GeoEye、 地図データ© 2011 ZENRIN、 国土地理院

　
「
あ
ん
な
ふ
う
に
火
が
流
れ
て
い
く
の

か
」。
津
波
の
時
、内
科
医
の
植う

え

田た

俊と
し

郎ろ
う

さ
ん（
64
）は
大
町
に
あ
っ
た
４
階
建
て
の

医
院
の
屋
上
に
駆
け
上
が
って
避
難
。
眼

下
の
水
没
し
た
町
を
が
れ
き
が
燃
え
な

が
ら
漂
い
、遠
ざ
か
っ
て
い
く
の
を
目
撃

し
た
。
植
田
さ
ん
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で

克
明
に
津
波
の
動
き
を
撮
影
し
て
お
り
、

最
大
波
か
ら
わ
ず
か
２
分
後
の
午
後
３

時
24
分
、対
岸
の
安
渡
地
区
に
立
ち
上

が
っ
た
大
き
な
炎
を
捉
え
て
い
る
。

　

同
じ
時
間
帯
に
小
鎚
川
河
口
の
伸の

べ

松ま
つ

地
区
に
い
た
当
時
町
消
防
団
長
の
煙け
む

山や
ま

佳か

成な
り

さ
ん（
80
）は
、浸
水
し
た
上
町
と

末
広
町
の
蓮
乗
寺
付
近
で
火
が
燃
え
て

い
る
の
を
観
察
し
た
。
植
田
さ
ん
の
デ
ジ

カ
メ
の
記
録
で
は
午
後
３
時
25
分
に
上

町
で
黒
煙
が
、同
33
分
に
同
寺
付
近
で

火
の
手
が
上
が
っ
た
。
中
心
街
の
町
方
地

区
を
広
範
に
焼
い
た
火
災
の
西
端
が
上

町
、東
端
が
同
寺
付
近
に
当
た
り
、煙
山

さ
ん
は「
風
に
あ
お
ら
れ
て
二
つ
の
火
災

が
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
み
る
。

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
が
原
因
で
起

き
た
と
思
わ
れ
る
火
災
１
５
９
件
を
全

て
調
査
し
た
廣ひ

ろ

井い

悠ゆ
う・
東
京
大
大
学
院

准
教
授（
都
市
防
災
）に
よ
る
と
、町
方

地
区
の
延
焼
面
積
は
東
京
ド
ー
ム
ほ
ぼ

３
個
半
分
に
当
た
る
約
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

推
定
さ
れ
る
。
全
被
災
地
で
最
大
の
火

災
被
害
を
出
し
た
山
田
町
中
心
部
の
約

17
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
次
ぐ
広
さ
だ
。

山
際
に
沿
っ
て
燃
え
る

　

廣
井
さ
ん
ら
研
究
グ
ル
ー
プ
は
震
災

か
ら
２
週
間
後
に
大
槌
町
を
訪
れ
、焼

け
跡
の
残
骸
を
調
べ
た
り
、消
防
関
係

者
に
聴
き
取
り
を
行
っ
た
り
し
た
。「（
背

後
に
山
が
迫
る
）リ
ア
ス
海
岸
の
地
形
で

発
生
し
た
典
型
的
な
津
波
火
災
。
高
い

津
波
で
火
の
付
い
た
が
れ
き
が
山
際
に

集
積
し
て
燃
え
上
が
り
、山
林
火
災
に

発
展
し
て
釜
石
方
面
ま
で
延
焼
し
た
」

と
廣
井
さ
ん
は
解
説
す
る
。

　
「
津
波
火
災
」の
概
念
や
用
語
は
比
較

的
新
し
い
。
震
災
後
、研
究
者
ら
が
津
波

の
被
災
地
で
特
徴
的
な
火
災
の
存
在
に

気
づ
き
、発
生
要
因
や
形
態
を
類
型
化

し
た
。
大
槌
町
の
ケ
ー
ス
は「
斜
面
が
れ

き
集
積
型
」
と
呼
ば
れ
、市
街
地
の
延

焼
範
囲
を
見
る
と
、上
町
や
末
広
町
の

背
後
に
控
え
る
城
山
の
す
そ
野
に
沿
っ

て
燃
え
広
が
っ
た
の
が
分
か
る
。
が
れ
き

の
中
に
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
や
燃
料
の

詰
ま
っ
た
自
動
車
な
ど
の
危
険
物
が
大

量
に
含
ま
れ
、火
気
と
接
触
し
て
爆
発

と
炎
上
を
繰
り
返
し
た
と
み
ら
れ
る
。

桜
木
町
へ
の
延
焼
防
ぐ

　

町
方
地
区
の
激
し
い
火
災
に
立
ち
向

か
っ
た
消
防
団
員
た
ち
が
い
る
。
そ
の

う
ち
の
一
人
が
、同
地
区
を
管
轄
す
る

町
消
防
団
第
１
分
団
の
一

ひ
と
つ

兜か
ぶ
と

大ひ
ろ

志し

さ
ん

（
44
）＝
現・
同
分
団
長
＝
だ
。
国
道
45

号
の
大
槌
バ
イ
パ
ス
南
口
の
交
差
点
に
配

備
し
て
い
た
午
後
６
時
ご
ろ
。
ボ
ー
ン
。

大
き
な
爆
発
音
と
共
に
上
町
の
県
道
大

槌
小
鎚
線
沿
い
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
付
近
で
、「
き
の
こ
雲
の
よ
う
な
煙
が

上
が
っ
た
」。
小
鎚
川
に
架
か
る
古こ

廟び
ょ
う

橋

の
先
の
上
町
は
す
で
に
火
の
海
で
、赤
々

と
城
山
の
山
肌
を
照
ら
し
て
い
た
。
町

役
場
に
隣
接
す
る
大
槌
消
防
署
は
津
波

浸水した町に漂う着火したがれき（2011年３月11日午後３時31分、植田俊郎さん撮
影）。城山のふもとの上町付近からは煙が立ち上っている

津
波
火
災
の
猛
威

　

町
に
大
津
波
が
襲
い
掛
か
っ
た
直
後
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
火
と
煙
が
上
が
っ
た
。

や
が
て
大
規
模
な
火
災
に
発
展
し
、市

街
地
を
紅ぐ

蓮れ
ん

の
炎
に
包
む
。
火
の
付
い

た
が
れ
き
が
山
際
に
打
ち
寄
せ
る
な
ど

し
て
燃
え
広
が
る「
津
波
火
災
」。
大
槌

の
よ
う
な
リ
ア
ス
海
岸
の
地
形
に
高
い
津

波
が
到
達
す
る
と
、特
に
発
生
し
や
す
い

と
い
う
。
あ
の
日
、消
防
署
が
被
災
し
て

機
能
を
失
っ
た
町
で
、命
が
け
で
延
焼
を

食
い
止
め
よ
う
と
す
る
町
民
た
ち
の
姿

が
あ
っ
た
。

で
全
壊
し
た
後
で
、ほ
と
ん
ど
の
消
防
車

両
が
被
災
し
て
駆
け
付
け
ら
れ
な
い
。

　

第
１
分
団
と
小
鎚
地
区
管
轄
の
第
４

分
団
の
消
防
団
員
ら
が
パ
ワ
ー
シ
ョベ
ル

で
が
れ
き
を
か
き
分
け
、消
防
車
３
台

が
古こ

廟び
ょ
う

橋
西
詰
ま
で
進
み
出
た
。
団
員

ら
は
ホ
ー
ス
の
筒
先
を
手
に
橋
を
渡
って

火
災
と
対
峙
、周
辺
に
た
ま
っ
た
津
波
の

海
水
や
小
鎚
川
の
水
を
吸
い
上
げ
て
放

水
し
た
。
約
20
人
が
明
け
方
ま
で
活
動

し
、上
町
の
北
西
に
隣
接
す
る
桜
木
町

の
住
宅
街
への
延
焼
を
防
い
だ
。

　

大
槌
湾
の
入
り
口
に
近
い
赤
浜
地
区

で
も
大
き
な
火
災
が
起
き
て
い
た
。
赤

浜
二
丁
目
で
工
務
店
を
営
む
阿あ

部べ

長ち
ょ
う

祐ゆ
う

さ
ん（
65
）は
従
業
員
ら
と
避
難
し
た
裏

山
で
、浸
水
し
た
町
に
漂
着
し
た
が
れ

き
が
一
気
に
炎
上
す
る
の
を
見
た
。
火

は
山
手
の
家
々
に
も
迫
って
き
た
。
阿
部

さ
ん
は
所
有
す
る
小
型
の
パ
ワ
ー
シ
ョベ

ル
を
駆
り
、火
の
付
い
た
家
屋
を
壊
し
た

り
、斜
面
の
土
を
削
っ
て
火
に
覆
い
か
ぶ

せ
た
り
し
て
、消
火
を
試
み
る
。「
あ
ま

り
に
も
熱
く
て
、何
度
も
く
じ
け
そ
う

に
な
っ
た
」。
従
業
員
の
大
工
た
ち
も
鉄

が
れ
き
漂
着
し
て
炎
上

パ
イ
プ
や
バ
ー
ル
で
平
屋
の
木
造
ア
パ
ー
ト

の
壁
や
屋
根
を
破
壊
、ポ
ン
プ
で
地
下
水

を
く
み
上
げ
、蛇
口
に
家
庭
用
ホ
ー
ス
を

つ
な
い
で
水
を
掛
け
た
。

高
台
に
消
防
拠
点
を

　

津
波
火
災
の
被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
た

め
に
ど
う
し
た
ら
いい
の
か
。
廣
井
さ
ん
は
、

上
町
で
階
上
が
津
波
の
避
難
先
に
な
り
得

た
大
槌
小
学
校
に
延
焼
し
た
こ
と
が「
衝

撃
的
だ
っ
た
」と
言
う
。「
避
難
の
基
本
は

徒
歩
で
高
台
に
逃
げ
、間
に
合
わ
な
け
れ

ば
高
い
ビ
ル
に
上
が
る
。
そ
の
場
所
で
火

災
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、二
次
避
難
す
る

経
路
を
確
保
す
べ
き
だ
」。
幸
い
、大
槌
小

の
児
童
は
地
震
の
後
、す
ぐ
に
背
後
の
城

山
に
避
難
し
て
無
事
だっ
た
。

　

大
槌
町
の
地
形
を
考
え
れ
ば
、次
の
大

き
な
津
波
で
も
山
際
で
火
災
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
。
廣
井
さ
ん
は「
高
台
に

水
利
と
設
備
、人
員
を
集
め
、津
波
火
災

に
対
す
る
消
防
戦
術
を
確
立
す
る
こ
と

が
大
切
だ
」と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

（
取
材
／
２
０
１
９
年
３
月
）

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波　
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海岸から至近で津波にさらされた大槌町漁協吉里吉里支所（写真奥、
2011年３月13日撮影）

被災した国道45号（写真手前）の周辺（2011年３月25日撮影）。山麓
緩斜面に立つ吉里吉里小学校（後方の白い建物）は浸水を免れた

高台の老人ホーム「らふたぁヒルズ」から見た、吉里吉里海岸に押し寄
せる津波（2011年３月11日撮影）＝堤福祉会提供

低地部やＪＲ山田線（当時）より東側の市街地が大きな被害を受けた吉里吉里地区（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

人的被害

身元判明者 72人

行方不明者 	 23人

合計 95人

死亡者率 3.8%

建物被害

全壊 395棟

半壊 38棟

一部損壊 34棟

合計 467棟

（
昭
和
35
）年
の
チ
リ
地
震
津
波
の
後
で

あ
る
。
こ
の
津
波
は
、岸
壁
の
西
の
砂
浜

付
近
に
あ
っ
た
倉
庫
の
T.P.（
東
京
湾
平
均

海
面
）３・９
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
痕
跡
を

残
し
て
い
る
。
防
潮
堤
は
当
初
、天て

ん

端ば

高だ
か

（
最
上
面
の
高
さ
）が
T.P.
３・９
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
た
が
、１
９
７
０
年
代
に
入
って
か
ら

順
次
か
さ
上
げ
さ
れ
、１
９
９
３（
平
成
５
）

年
に
は
T.P.
６・３
メ
ー
ト
ル
に
統
一
さ
れ
た
。

全
て
表
面
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
張
っ
た
土

構
造
の
傾
斜
堤
で
あ
る
。
東
日
本
大
震

災
で
は
、高
さ
16
～
19
メ
ー
ト
ル
の
津
波

が
こ
れ
ら
全
て
の
防
潮
堤
を
越
流
し
た
。

岸
壁
に
近
い
２
７
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
で

は
、防
潮
堤
が
陸
側
に
転
倒
し
た
後
、引

き
波
で
海
に
流
さ
れ
、閘こ

う

門も
ん
の
門
扉
６
基

も
流
失
し
た
。
こ
れ
ら
に
伴
い
、低
地
部

の
集
落
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

　

建
物
な
ど
は
な
い
が
、地
区
よ
り
東
側

の
海
岸
線
は
海
が
山
を
削
って
で
き
た
海

食
崖
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
海
食
崖
の
基

部
は
ほ
ぼ
全
て
が
浸
水
し
、こ
の
中
に
は

弁
天
島
、
松
島
、
野
島
、二
才
島（
毛
無

島
）お
よ
び
丸
島
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、

弁
天
島
の
対
岸
で
は
22・１
メ
ー
ト
ル
も
の

津
波
浸
水
高
を
記
録
し
た
。

半
壊
、一
部
損
壊
多
く

　

建
物
被
害
は
全
壊
３
９
５
棟
、半
壊

38
棟
、一
部
損
壊
34
棟
で
、被
災
し
た
建

物
の
う
ち
全
壊
が
大
半
を
占
め
る
。
他

方
で
、例
え
ば
全
壊
の
数
が
圧
倒
的
に
多

く
、半
壊
や
一
部
損
壊
の
数
が
極
め
て
少

な
か
っ
た
町
方
、赤
浜
、安
渡
、小
枕・伸

松
の
各
地
区
と
比
べ
る
と
半
壊
や
一
部

損
壊
し
た
建
物
が
多
い
。
こ
の
理
由
は
建

物
の
多
く
が
山
麓
緩
斜
面
に
あ
り
、地

区
全
体
が
浸
水
せ
ず
、場
所
に
よ
って
津

波
が
到
達
し
な
かっ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

人
的
被
害
は
地
区
の
全
人
口
２
４
７
５

人
に
対
し
て
死
亡
者
が
95
人
。
死
亡
者

率
は
３・８
％
で
、町
方
な
ど
同
率
が
10
％

を
超
え
た
大
槌
湾
に
面
し
た
地
区
と
比

べ
る
と
相
対
的
に
低
い
。
こ
の
理
由
は
地

区
の
中
心
が
山
麓
緩
斜
面
上（
高
台
の

上
）に
立
地
し
て
い
た
こ
と
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
地
震
発
生
後
す
ぐ
に
Ｊ
Ｒ
山
田

線
よ
り
も
西
側
の
山
へ
向
か
って
避
難
す

れ
ば
、結
果
的
に
命
が
救
わ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
他
方
で
、地
区
東
側
の
集
落
で
は

低
平
地
と
山
と
の
距
離
が
近
く
、避
難

す
る
た
め
に
は
短
時
間
で
急
勾
配
を
登

る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、津
波
発
生
後
の

避
難
が
難
し
かっ
た
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

※
32
〜
45
㌻「
各
地
区
の
被
害
」
記
事

中
の
津
波
高
は
古
今
書
院
刊『
東
日
本

大
震
災
津
波
詳
細
地
図
』に
よ
る

各
地
区
の
被
害 

吉
里
吉
里
地
区

線
路
よ
り
東
側
が
浸
水

　

吉
里
吉
里
地
区
は
船
越
湾
の
南
西
端

に
位
置
し
、地
形
は
海
に
面
し
た
砂
浜

と
そ
の
背
後
に
広
が
る
海
岸
低
地
、山

麓
部
の
緩
斜
面
お
よ
び
埋
立
地
か
ら
構

成
さ
れ
る
。
同
地
区
の
中
心
地
は
国
道

45
号
よ
り
も
西
側
に
広
が
る
山
麓
緩
斜

面
の
上
に
立
地
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

海
岸
か
ら
見
て
次
第
に
標
高
が
高
く
な

る
地
形
を
し
て
い
る
。
震
災
前
、海
岸
低

地
の
大
部
分
は
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
。
埋
立
地
は
地
区
北
西
部
に
あ

り
、フ
ィッ
シ
ャ
リ
ー
ナ（
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
の
係
留
施
設
）な
ど
の
港
湾
施
設
が

立
地
す
る
。

　

吉
里
吉
里
の
中
心
部
で
浸
水
し
た
範

囲
は
、Ｊ
Ｒ
山
田
線（
当
時
）と
国
道
45

号
と
に
挟
ま
れ
た
場
所
で
あ
る
。
こ
こ

は
山
麓
緩
斜
面
に
当
た
り
、吉
里
吉
里

四
丁
目
付
近
か
ら
東
に
向
か
っ
て
張
り

出
し
て
い
る
。
吉
里
吉
里
地
区
で
の
津

波
浸
水
深
は
吉
里
吉
里
三
丁
目
で
16・

２
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
津
波
遡そ

上じ
ょ
う

高
を

見
る
と
、中
心
部
の
郵
便
局
近
く
で
14・

１
メ
ー
ト
ル
、吉
里
吉
里
駅
の
南
で
18・７

メ
ー
ト
ル
、吉
里
吉
里
地
区
東
側
の
集
落

で
19・２
メ
ー
ト
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
記
録
さ

れ
た
。
Ｊ
Ｒ
山
田
線
よ
り
西
側
は
浸
水

し
な
か
っ
た
。
こ
の
範
囲
は
山
麓
緩
斜
面

で
も
特
に
山
に
近
い
場
所
で
あ
り
、標
高

が
高
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

広
範
囲
で
防
潮
堤
流
失

　

岸
壁
な
ど
が
あ
る
地
区
の
西
側
に
防

潮
堤
の
建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
、１
９
６
０

■ 表３–5　吉里吉里地区の被害状況

らふたぁヒルズ

吉里吉里中学校

郵便局

国道45号
吉里吉里三丁目

吉里吉里四丁目

JR吉里吉里駅

吉里吉里小学校

吉里吉里漁港

吉里吉里フィッシャリーナ

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波　

各
地
区
の
被
害
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■ 表３–6　浪板地区の被害状況

人的被害

身元判明者 14人

行方不明者 10人

合計 24人

死亡者率 5.9％

建物被害

全壊 63棟

半壊 	 4棟

一部損壊 12棟

合計 79棟

浪板観光ホテル（当時）周辺に押し寄せる津波（2011年３月11日撮影）

浪板川にかかる国道45号の浪板橋が津波で損壊したため、補修した
（2011年３月22日撮影）。河口付近に広がっていた砂浜は消失した

倒木やがれきが散乱する浪板海岸（2011年３月22日撮影）

ＪＲ山田線（当時）の北西側の家屋は残った（2011年３月22日撮影）

浪板川（写真中央）に沿って高い津波がさかのぼった浪板地区（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

達
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
津
波
は
浪

板
川
に
沿
って
上
流
方
向
に
向
かっ
た
が
、

地
区
を
浸
水
さ
せ
た
水
は
浪
板
川
の
氾

濫
水
と
い
う
よ
り
も
海
か
ら
侵
入
し
た

水
で
あ
る
の
で
、河
川
津
波
で
は
な
く
、

海
か
ら
の
津
波
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

か
つ
て
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
た

砂
浜
は
、震
災
に
よ
る
地
盤
沈
下
で
消

失
し
、海
水
浴
場
と
し
て
利
用
で
き
な

く
な
っ
た
。

国
道
付
近
の
建
物
被
災

　

建
物
被
害
は
全
壊
63
棟
、半
壊
４
棟
、

一
部
損
壊
が
12
棟
で
あ
っ
た
。
全
壊
家

屋
が
目
立
つ
一
方
で
、一
部
損
壊
と
な
っ

た
家
屋
が
12
棟
と
大
槌
町
の
中
で
は
数

が
多
い
。
津
波
で
被
災
し
た
家
屋
の
大

半
は
国
道
45
号
と
Ｊ
Ｒ
山
田
線
と
に
挟

ま
れ
た
範
囲
に
立
っ
て
い
た
。
ま
た
、浪

板
川
が
作
っ
た
低
地
の
最
奥
部
付
近
で

も
浸
水
し
た
建
物
が
あ
っ
た
。
浪
板
地
区

の
建
物
は
低
地
の
範
囲
と
そ
れ
よ
り
北

側（
お
よ
そ
Ｊ
Ｒ
山
田
線
よ
り
北
側
の
範

囲
）に
集
中
し
て
い
る
。
た
だ
し
、低
地
の

範
囲
と
そ
の
外
側
と
で
建
物
の
数
が
変

わ
る
わ
け
で
は
な
く
、地
形
と
集
落
立
地

は
一
致
し
て
い
な
かっ
た
。

　

人
的
被
害
は
地
区
の
人
口
４
０
４
人

に
対
し
、死
亡
者
24
人
、死
亡
者
率
５・

９
％
で
あ
っ
た
。
大
槌
町
の
中
で
も
津
波

遡
上
高
が
高
い
浪
板
地
区
で
大
槌
湾
沿

岸
で
の
10
％
を
超
え
る
死
亡
者
率
を
下

回
っ
た
理
由
は
、浸
水
範
囲
が
ほ
ぼ
低
地

に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、低
地
の
外
側（
多
く
の
場
合
、山
麓

緩
斜
面
）に
い
た
人
や
、そ
こ
に
避
難
で

き
た
人
は
比
較
的
被
害
に
遭
い
に
く
か
っ

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
一
方
で
低
地
に

い
た
場
合
、よ
り
標
高
が
高
い
浪
板
川
の

上
流
に
向
か
って
避
難
し
た
と
し
て
も
浪

板
川
沿
い
を
遡
上
し
た
津
波
の
被
害
に

遭
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

各
地
区
の
被
害 

浪
板
地
区

川
沿
い
で
津
波
高
く

　

浪
板
地
区
は
船
越
湾
南
部
に
位
置

し
、吉
里
吉
里
や
町
方
と
は
異
な
り
、太

平
洋
か
ら
到
達
す
る
津
波
を
さ
え
ぎ
る

山
や
島（
半
島
）は
な
い
。
こ
の
地
区
は

鯨く
じ
ら

山さ
ん

、小
鯨
山
を
源
流
と
す
る
浪
板
川

が
土
砂
を
運
ん
で
き
て
河
口
部
に
で
き

た
低
地
と
、山
麓
に
で
き
た
傾
斜
の
緩
い

斜
面（
山
麓
緩
斜
面
）の
上
に
立
地
し
て

い
る
。
低
地
の
さ
ら
に
海
側
は
砂
浜
と

な
っ
て
お
り
、こ
の
砂
は
主
と
し
て
浪
板

川
か
ら
供
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
土

砂
が
堆
積
し
て
で
き
た
低
地
と
砂
浜
と

か
ら
で
き
て
い
る
の
で
、地
形
と
し
て
は

山
麓
緩
斜
面
の
部
分
を
除
き
低
平
で
あ

る
。
海
岸
か
ら
浪
板
川
を
約
５
０
０
メ
ー

ト
ル
さ
か
の
ぼ
る
と
低
地
の
上
端
に
な
る

が
、こ
の
場
所
の
標
高
は
22
メ
ー
ト
ル
で

あ
る
。

　

津
波
遡そ

上じ
ょ
う

高
は
海
岸
付
近
で
18・８

メ
ー
ト
ル
、三
角
州
の
上
端
付
近
で
17・６

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
の
津
波
遡
上
高
は

大
槌
町
の
中
で
吉
里
吉
里
漁
港
付
近
と

並
ん
で
最
も
高
い
。
浸
水
範
囲
は
低
地

と
そ
の
海
寄
り
に
あ
っ
た
砂
浜
全
域
に
及

び
、こ
れ
は
浪
板
地
区
の
大
部
分
を
占
め

る
。
浪
板
地
区
北
方
の
Ｊ
Ｒ
山
田
線（
当

時
、現・三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線
）よ
り
も
北

側
の
範
囲
に
あ
る
山
麓
緩
斜
面
は
浸
水

し
な
か
っ
た
。
低
地
の
上
端
付
近
に
当
た

る
浪
板
川
と
山
田
線
が
交
差
す
る
付
近

で
は
、よ
り
上
流
ま
で
浸
水
し
た
。
こ
の

理
由
は
何
ら
の
障
害
物
も
な
し
に
浪
板

海
岸
に
到
達
し
た
津
波
が
地
形（
浪
板

川
）に
沿
って
遡
上
し
、低
地
の
部
分
で
は

よ
り
標
高
の
高
い
地
点
ま
で
津
波
が
到

浪板観光ホテル

浪板川

JR浪板海岸駅

国道45号

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波　
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地形が低平で多くの家屋が全壊した赤浜地区（2011年３月25日撮影） 高い津波が襲い、火災も発生した一帯（2011年３月13日撮影）。民宿
の屋根に釜石市の観光船「はまゆり」が乗り上げているのが見える

埋め立て地に押し寄せた津波（2011年３月11日、中村公男さん撮影）。
沖合では町のシンボルの蓬莱島が水没しつつある

灯台や弁天神社が崩壊した蓬莱島（2011年３月25日撮影）

標高の低い扇状地に宅地が広がっていたため、広範囲で浸水した赤浜地区（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

人的被害

身元判明者 55人

行方不明者 35人

合計 90人

死亡者率 9.6％

建物被害

全壊 272棟

半壊 6棟

一部損壊 11棟

合計 289棟

と
赤
浜
一
丁
目
の
山
麓
部
に
当
た
る
部

分
は
浸
水
し
な
か
っ
た
。

５
０
０
㍍
奥
ま
で
浸
水

　

建
物
被
害
は
全
壊
２
７
２
棟
、半
壊

６
棟
、一
部
損
壊
11
棟
で
あ
っ
た
。
大
槌

湾
に
面
し
た
小
枕・伸
松・町
方
な
ど
と

同
様
に
全
壊
家
屋
が
圧
倒
的
に
多
い
。

こ
れ
は
浸
水
範
囲
の
大
部
分
が
扇
状
地

末
端
の
極
め
て
緩
や
か
な
傾
斜
の
土
地

と
、そ
の
前
面
で
海
に
向
か
っ
て
埋
め
立

て
ら
れ
た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
で

あ
る
。
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な
い
低
平
な
地

形
に
立
地
す
る
赤
浜
地
区
に
侵
入
し
た

津
波
は
、扇
状
地
末
端
と
埋
め
立
て
地

を
ほ
ぼ
全
て
水
没
さ
せ
た
。
こ
の
時
の
津

波
浸
水
深
は
10
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
お

り
、押
し
波
や
引
き
波
お
よ
び
津
波
に

含
ま
れ
る
大
型
の
漂
流
物
に
よって
建
物

が
大
き
く
損
壊
し
た
。

　

人
的
被
害
も
甚
大
で
あ
り
、
人
口

９
３
８
人
に
対
し
て
死
亡
者
数
90
人
、

死
亡
者
率
は
９・６
％
で
あ
っ
た
。
10
％

前
後
の
高
い
死
亡
者
率
は
大
槌
町
内
で

も
大
槌
湾
に
直
接
面
し
た
地
区
で
記
録

さ
れ
て
お
り
、赤
浜
地
区
も
含
め
て
津

波
遡
上
高
や
津
波
浸
水
深
が
高
か
っ
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
赤
浜
地
区
で
は

海
岸
か
ら
最
大
で
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範

囲
が
浸
水
し
て
お
り
、浸
水
区
域
外
に

短
時
間
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
かった
。

筋
山
や
七
戻
崎
が
海
を
さ
え
ぎ
って
い
る

た
め
、大
槌
湾
に
来
襲
し
た
津
波
を
早

期
に
視
認
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
こ
と

も
人
的
被
害
が
拡
大
し
た
原
因
の
一
つ

だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、赤
浜
二
丁
目
の
山
際
に
火
の
付

い
た
が
れ
き
が
流
れ
着
い
て
火
災
が
起
き
、

住
宅
地
が
広
範
に
焼
け
た
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

各
地
区
の
被
害 

赤
浜
地
区

山
陰
だ
が
高
い
津
波

　

赤
浜
地
区
は
大
槌
湾
の
入
り
口
に
あ

る
筋す

じ

山や
ま
の
南
西
麓
に
立
地
し
て
い
る
。
地

区
の
地
形
は
筋
山
か
ら
流
れ
出
る
小
河

川
が
作
っ
た
扇
状
地
と
海
沿
い
に
あ
っ
た

浜
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、浜
の
部
分
は
人

工
的
に
埋
め
立
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
埋

め
立
て
地
は
か
つ
て
の
海
岸
線
よ
り
も
海

の
方
に
向
か
っ
て
拡
張
さ
れ
て
お
り
、港

湾
施
設
や
東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所

国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
が

あ
る
。
同
地
区
に
は
筋
山
山
麓
の
緩
や

か
な
斜
面
を
削
っ
て
造
成
さ
れ
た
平
坦

地
が
あ
り
、こ
こ
は
住
宅
地
で
あ
る
。

　

大
槌
湾
の
湾
口
は
東
北
東
方
向
に
向

か
っ
て
開
い
て
い
る
が
、赤
浜
を
含
め
た

大
槌
町
は
湾
北
岸
の
北
東
か
ら
南
西
に

位
置
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、東
北
東
に

広
が
る
湾
に
侵
入
す
る
津
波
に
対
し
て
、

大
槌
湾
北
岸
は
南
西
に
延
び
て
い
る
。
さ

ら
に
大
槌
湾
に
侵
入
す
る
津
波
に
対
し

て
は
、筋
山
や
七な

な

戻も
ど
り

崎ざ
き
の
山
の
陰
に
当
た

る
。
こ
の
た
め
、例
え
ば
釜
石
市
の
鵜う

の

住す
ま

居い

地
区
と
比
べ
る
と
津
波
の
力
は
さ
ほ

ど
強
く
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、赤
浜
地
区
で
は
、東

大
大
気
海
洋
研
究
所
付
近
で
10・７
メ
ー

ト
ル
、地
区
中
心
部
の
郵
便
局
近
く
で

12・６
メ
ー
ト
ル
の
津
波
浸
水
高
を
記
録

し
た
。
津
波
遡そ

上じ
ょ
う

高
は
最
も
山
に
近
い

赤
浜
一
丁
目
で
は
14・６
メ
ー
ト
ル
、赤
浜

二
丁
目
の
山
沿
い
で
13・２
メ
ー
ト
ル
で
あっ

た
。い
ず
れ
も
家
屋
の
高
さ
を
大
き
く
超

え
て
お
り
、浸
水
範
囲
内
の
人
的・物
的

被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、緩
傾

斜
面
を
削
って
作
っ
た
人
工
的
な
平
坦
地

■ 表３–7　赤浜地区の被害状況

赤浜小学校

簡易郵便局

東大大気海洋研究所

大槌港

筋山

赤浜一丁目

赤浜二丁目
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海からの高い津波が押し寄せた安渡二丁目、同三丁目付近（2011年３
月12日撮影）。大槌川河口近くの埋め立て地では火災も発生した

低地や埋め立て地が大部分を占め、甚大な津波被害を受けた安渡地区（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

人的被害

身元判明者 170人

行方不明者 47人

合計 217人

死亡者率 11.1％

建物被害

全壊 665棟

半壊 18棟

一部損壊 17棟

合計 700棟

波
遡
上
高
は
安
渡
地
区
で
最
も
標
高
が

高
い
安
渡
二
丁
目
の
神
社
付
近
で
12・３

メ
ー
ト
ル
、安
渡
三
丁
目
で
は
17・７
メ
ー

ト
ル
で
あ
っ
た
。
ま
た
、安
渡
地
区
は
津

波
に
よ
り
ほ
ぼ
全
域
が
浸
水
し
た
。
こ
の

よ
う
に
津
波
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
理

由
は
、埋
立
地
に
地
区
が
立
地
し
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。
さ
ら
に
安
渡
三
丁
目
か

ら
赤
浜
に
至
る
範
囲
は
海
岸
線
と
山
地

が
接
近
し
て
お
り
、津
波
浸
水
深
が
地

区
の
中
で
も
高
く
な
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

埋
め
立
て
地
で
被
害
大

　

安
渡
地
区
の
建
物
被
害
は
全
壊

６
６
５
棟
、半
壊
18
棟
、一
部
損
壊
が
17

棟
で
あ
っ
た
。
大
槌
湾
に
面
し
た
他
の
地

区
と
同
様
に
被
災
し
た
建
物
は
、ほ
ぼ
全

て
全
壊
し
て
い
る
。
こ
の
最
大
の
原
因
は

埋
め
立
て
地
の
面
積
が
広
い
た
め
、標
高

が
低
く
て
津
波
を
さ
え
ぎ
る
物
の
な
い

平
ら
な
地
形
の
上
に
多
く
の
建
物
が
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。

　

１
９
６
０（
昭
和
35
）年
の
チ
リ
地
震

津
波
の
痕
跡
高
は
安
渡
で
T.P.（
東
京
湾

平
均
海
面
）３・６
メ
ー
ト
ル
、大
槌
川
河

口
付
近
右
岸
や
安
渡
対
岸
の
白
石
で
T.P.

３・８
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。

　

大
槌
港
の
防
潮
堤
は
同
津
波
の
当

時
、す
で
に
小
規
模
な
も
の
が
存
在
し
た

が
、建
設
が
本
格
化
し
た
の
は
そ
の
後
で
、

１
９
６
０
年
代
前
半
に
安
渡
地
区
の
中

央
部
に
天
端
高
T.P.
４・３
メ
ー
ト
ル
で
造

ら
れ
始
め
た
。
同
年
代
後
半
以
降
、白

石
地
区
に
T.P.
６・４
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤

が
新
設
さ
れ
、安
渡
地
区
の
一
部
に
既

設
の
も
の
も
６・４
メ
ー
ト
ル
に
か
さ
上
げ

さ
れ
た
。
そ
の
後
、１
９
９
９（
平
成
11
）

年
ま
で
の
間
に
、安
渡
地
区
の
残
り
の
区

間
や
赤
浜
地
区
で
も
同
じ
高
さ
で
順
次

整
備
さ
れ
て
いった
。い
ず
れ
も
コン
ク
リ
ー

ト
造
の
直
立
堤
で
あ
る
。

　

ま
た
、大
槌
川・小
鎚
川
沿
い
の
、少
な

く
と
も
国
道
45
号
付
近
よ
り
下
流
で
は
、

Ｊ
Ｒ
山
田
線（
当
時
）の
橋き

ょ
う

梁り
ょ
う

部
を
除

き
、T.P.
６・４
メ
ー
ト
ル
の
津
波
高
に
対
応

す
る
土
構
造
の
傾
斜
堤（
表
面
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
枠
ま
た
は
芝
が
張
り
付
け
て
あ

る
）が
、72（
同
47
）年
以
降
順
次
整
備
さ

れ
た
。
小
鎚
川
河
口
に
水
門
が
設
置
さ

れ
た
の
は
２
０
０
３（
平
成
15
）年
で
あ
る
。

ほ
ぼ
全
域
が
浸
水

　

従
って
、11（
同
23
）年
の
津
波
が
来
襲

し
た
時
に
は
、大
槌
漁
港
周
辺
や
中
心

市
街
地
一
帯（
大
半
が
T.P.
３
メ
ー
ト
ル
以

下
）は
ほ
と
ん
ど
T.P.
６・４
メ
ー
ト
ル
の
防

潮
堤・
河
川
堤
防
が
取
り
巻
い
て
い
た
。

た
だ
し
、Ｊ
Ｒ
の
大
槌
川
橋
梁
は
、左
岸

で
T.P.
６・３
メ
ー
ト
ル
、右
岸
で
４・８
メ
ー

ト
ル
と
、周
囲
の
堤
防
よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
０・

１
メ
ー
ト
ル
お
よ
び
１・６
メ
ー
ト
ル
低
かっ

た
。
ま
た
、地
震
発
生
時
の
沈
降
で
、こ

れ
ら
全
体
が
０・６
メ
ー
ト
ル
程
度
低
く

な
って
い
た
。
こ
の
た
め
、地
区
の
ほ
ぼ
全

域
が
浸
水
し
た
。

　

人
的
被
害
を
見
る
と
、安
渡
地
区
の

全
人
口
１
９
５
３
人
に
対
し
、死
亡
者
数

は
２
１
７
人
で
、死
亡
者
率
は
11・１
％
で

あ
っ
た
。
低
平
な
埋
立
地
に
地
区
が
立

地
し
、人
口
密
集
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と

が
多
く
の
人
的
被
害
が
出
た
原
因
で
あ

る
。
安
渡
三
丁
目
な
ど
地
区
の
南
東
部

は
海
と
山
と
の
距
離
が
近
く
、避
難
路

の
勾
配
が
急
な
た
め
避
難
に
は
不
利
な

土
地
条
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、港
町
や
新

港
町
、大
槌
港
の
港
湾
施
設
は
大
槌
湾

内
に
侵
入
し
た
津
波
が
最
終
的
に
到
達

す
る
地
点
で
あ
っ
た
の
で
、津
波
の
破
壊

力
が
大
き
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
瀬
戸
真
之・
福
島
大
学
客
員
准
教
授
、

田
村
俊
和・東
北
大
学
名
誉
教
授
）

各
地
区
の
被
害 

安
渡
地
区

津
波
被
害
受
け
や
す
く

　

大
槌
湾
北
部
に
沿
っ
て
北
西
―
南
東

方
向
に
細
長
く
伸
び
る
安
渡
地
区
は
北

西
部
の
安
渡
一
丁
目
で
河
川
津
波
、中

央
部
の
安
渡
二
丁
目
や
南
東
部
の
安
渡

三
丁
目
で
海
か
ら
の
津
波
に
襲
わ
れ
、安

渡
二
丁
目
で
は
山
の
近
く
ま
で
広
く
浸

水
し
た
。
安
渡
二
丁
目
付
近
は
大
槌
湾

北
部
の
山
地
か
ら
流
出
す
る
二
つ
の
小

河
川
が
作
っ
た
低
地
の
上
に
立
地
し
て
い

る
。
た
だ
し
、大
槌
川
の
旧
河
道
や
海
岸

を
人
工
的
に
埋
め
立
て
て
土
地
を
大
幅

に
拡
張
し
て
お
り
、港
町
や
新
港
町
は

埋
め
立
て
地
の
上
に
あ
る
。

　

大
槌
港
は
安
渡
地
区
に
位
置
し
、や

は
り
人
工
的
な
埋
め
立
て
に
よ
り
港
湾

施
設
の
土
地
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

安
渡
三
丁
目
か
ら
赤
浜
地
区
に
至
る
海

岸
線
も
ほ
ぼ
埋
め
立
て
地
で
、自
然
の
地

形
は
安
渡
地
区
と
赤
浜
地
区
と
の
間
に

あ
る
小
河
川
が
作
っ
た
低
地
の
み
で
あ

る
。
道
路
な
ど
の
地ち

物ぶ
つ（
地
上
に
存
在
す

る
あ
ら
ゆ
る
物
）や
地
形
か
ら
判
断
し
て
、

現
在
の
安
渡
地
区
は
そ
の
大
部
分
が
埋

め
立
て
地
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
土
地
の

性
質
上
、安
渡
地
区
は
津
波
の
被
害
を

受
け
や
す
い
。

　

安
渡
一
丁
目
付
近
は
海
に
面
し
て
お

ら
ず
、海
水
の
進
入
路
は
海
か
ら
よ
り

も
大
槌
川
を
遡そ

上じ
ょ
う

し
た
河
川
津
波
が
主

で
あ
っ
た
。
こ
の
場
所
で
は
11・４
メ
ー
ト

ル
の
津
波
浸
水
深
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

安
渡
二
丁
目
よ
り
南
東
で
は
海
か
ら
の

津
波
が
侵
入
し
、新
港
町
で
12・９
メ
ー

ト
ル
、南
東
部
の
安
渡
三
丁
目
で
14
メ
ー

ト
ル
の
津
波
浸
水
深
を
記
録
し
た
。
津

■ 表３–8　安渡地区の被害状況
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大徳院 安渡小学校

大槌稲荷神社

大槌川

安渡三丁目

安渡二丁目

安渡一丁目

新港町

港町

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波　
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地
区
の
被
害
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大津波の後、火災に見舞われた末広町一帯（2011年３月19日撮影）。
左手前の建物は、多くの住民が逃げ込んで流された曹洞宗江岸寺

大槌川の河口付近をさかのぼる津波（右が海側、2011年３月11日撮
影）。直後、河川堤防を越流する

大槌湾の最奥部にあり、二つの河川に挟まれた町方地区は、高い津波に襲われて壊滅した（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

人的被害

身元判明者 410人

行方不明者 273人

合計 683人

死亡者率 11.6％

建物被害

全壊 1,887棟

半壊 350棟

一部損壊 8棟

合計 2,245棟

槌
川
右
岸
の
河
川
堤
防
を
破
壊
し
た
り
、

越
流
し
た
り
し
て
、住
宅
が
密
集
す
る

須
賀
町
や
大
町
、末
広
町
方
面
に
一
気

に
流
れ
込
ん
だ
。

　

小
鎚
川
で
は
三
枚
堂
付
近
ま
で
津
波

が
遡
上
し
た
が
、そ
の
水
が
小
鎚
川
の

堤
防
を
越
え
て
住
宅
な
ど
に
被
害
を
及

ぼ
し
た
の
は
桜
木
町
付
近
ま
で
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、河
川
を
遡
上
し
た
津
波

は「
河
川
津
波
」と
呼
ば
れ
、東
日
本
大

震
災
で
は
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。

全
壊
建
物
極
端
に
多
く

　

こ
の
津
波
に
よ
り
、
桜
木
町・
花
輪

田
を
含
む
町
方
地
区
の
建
物
被
害
は

１
８
８
７
棟
が
全
壊
、３
５
０
棟
が
半
壊
、

一
部
損
壊
は
８
棟
で
合
計
２
２
４
５
棟

に
及
ん
だ
。
建
物
被
害
の
特
徴
と
し
て
、

全
壊
し
た
数
が
半
壊
や
一
部
損
壊
よ
り

も
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

大
町
付
近
で
10
メ
ー
ト
ル
の
津
波
浸
水

高
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら
も
、町
方
地

区
の
建
物
は
津
波
到
達
時
の
押
し
波
や

引
き
波
、お
よ
び
津
波
に
伴
う
大
型
の

漂
流
物
に
よ
っ
て
激
し
く
損
壊
し
た
と

推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、町
方
地
区
は
大

槌
町
内
で
も
特
に
建
物
が
多
かった
た
め
、

数
百
棟
の
被
害
が
あ
っ
た
大
槌
町
内
の

他
地
区
よ
り
も
被
害
の
数
字
が
１
桁
大

き
い
。
建
物
被
害
の
中
に
当
時
の
町
役

場
庁
舎
が
含
ま
れ
、こ
の
場
所
で
多
く
の

人
的
被
害
が
出
た
こ
と
は
後
の
大
槌
町

の
復
興
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

人
口
の
１
割
強
犠
牲
に

　

震
災
当
時
の
町
方
地
区
の
人
口

は
５
９
０
４
人（
桜
木
町・
花
輪
田
の

１
４
２
１
人
を
含
む
）と
大
槌
町
内
で
も

最
多
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、今
回
の
津

波
に
よ
る
死
者
数
は
６
８
３
人（
同
23
人

を
含
む
）で
、こ
れ
は
人
口
の
11・６
％
に

相
当
す
る
。
こ
の
数
値
は
同
じ
く
大
槌

湾
北
部
の
赤
浜
地
区
や
安
渡
地
区
、小

枕・伸
松
地
区
と
近
い
。い
ず
れ
の
地
区

も
ほ
ぼ
全
域
が
浸
水
し
、そ
の
浸
水
高

は
10
～
12
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
浸
水
高

を
考
え
る
と
、当
時
の
地
域
防
災
計
画

の
定
め
る
緊
急
避
難
場
所
が
地
区
の
背

後
に
あ
る
城
山
の
周
辺
に
集
中
し
て
い

た
こ
と
な
ど
か
ら
、避
難
す
る
場
所
や
時

間
の
確
保
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
容
易
に

推
定
さ
れ
る
。

　

町
方
地
区
の
被
災
の
特
徴
は
、大
槌

川
、小
鎚
川
で
河
川
津
波
が
発
生
し
た

り
、地
区
が
大
槌
湾
最
奥
部
に
位
置
す

る
た
め
、津
波
が
高
く
な
っ
た
り
し
た
こ

と
で
あ
り
、こ
の
よ
う
な
津
波
を
背
景
と

し
て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
ま
た
、

最
大
波
の
直
後
、上
町
や
本
町
、末
広
町

と
境
を
接
す
る
城
山
の
す
そ
野
な
ど
に

火
の
付
い
た
が
れ
き
が
打
ち
寄
せ
ら
れ
、

大
規
模
な
火
災
に
発
展
、約
16
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
焼
い
た
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

各
地
区
の
被
害 

町
方
地
区

大
津
波
、
海
と
川
か
ら

　

町
方
地
区
は
大
槌
湾
の
最
奥
部
に
位

置
し
、大
槌
川
と
小
鎚
川
の
両
河
川
の

河
口
が
あ
る
。
こ
の
地
区
で
は
最
大
で

12・２
メ
ー
ト
ル
の
津
波
浸
水
高
を
記
録

し
た
。
津
波
浸
水
高
の
記
録
を
見
る
と
、

お
よ
そ
７
～
11
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
達
し

て
い
る
。
町
方
地
区
で
大
槌
川
と
小
鎚

川
の
河
口
に
挟
ま
れ
た
低
く
平
ら
な
土

地
は
、大
槌
町
の
中
で
も
最
大
の
面
積
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、町
役
場
や
公
共
施
設

が
立
地
し
た
り
、集
落
が
広
く
分
布
し

た
り
す
る
な
ど
、大
槌
町
で
最
も
人
口

が
多
く
、中
心
街
を
形
成
し
て
い
る
。

　

こ
の
低
平
地
は
、大
槌
川
と
小
鎚
川

が
上
流
か
ら
運
ん
で
き
た
土
砂
が
堆
積

し
て
で
き
た
地
形
で
あ
る
。
津
波
は
海

底
の
深
さ
が
浅
い
ほ
ど
波
高
が
高
く
な

り
、速
度
が
遅
く
な
る
と
い
う
性
質
を

持
って
い
る
。
町
方
地
区
は
大
槌
湾
内
に

侵
入
し
た
津
波
が
最
後
に
到
達
す
る
場

所
で
あ
り
、湾
内
の
水
深
が
浅
い
た
め
、

津
波
の
波
高
が
高
く
な
る
傾
向
が
特
に

強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、大
槌
川
、小
鎚
川
に

沿
って
津
波
が
遡そ

上じ
ょ
う

し
、両
河
川
の
堤
防

を
越
え
て
町
中
に
流
入
し
た
。つ
ま
り
、

町
方
地
区
は
海
か
ら
の
津
波
だ
け
で
な

く
、河
川
か
ら
の
津
波
に
も
襲
わ
れ
た
。

例
え
ば
小
鎚
川
を
さ
か
の
ぼった
津
波
は
、

町
方
に
隣
接
す
る
桜
木
町
で
６・９
メ
ー

ト
ル
の
浸
水
高
を
記
録
し
て
い
る
。
町
方

に
到
達
し
た
津
波
は
大
槌
川
と
小
鎚
川

を
そ
れ
ぞ
れ
さ
か
の
ぼ
って
大
槌
川
で
は

大
ケ
口
ま
で
到
達
し
、８・２
メ
ー
ト
ル
の

津
波
遡
上
高
を
記
録
し
た
。
津
波
は
大

■ 表３–9　町方地区の被害状況（桜木町・花輪田を含む）

第  

章
3

中央公民館 県立大槌病院大槌小学校

JR山田線橋梁

JR大槌駅

桜木町 城山

上町 本町

栄町

須賀町
大町

新町

安渡

大ケ口

末広町

大槌川

小鎚川

花輪田

町役場

私
た
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た
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国道45号から見た沢山付近の被災状況（2011年３月12日撮影）。写
真中央奥の建物は県立大槌病院

河川津波は大ケ口の住宅街まで及んだ（2011年３月11日撮影）

扇状地と河成段丘から成る地区一帯は、大槌川をさかのぼる津波に襲われた（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

大ケ口一丁目の町水道事業所付近の 大槌川をさか のぼる河川津波
（2011年３月11日撮影）

源水地区の大槌中学校は１階の天井付近まで浸水したとみられ、火災の
痕跡も確認できる（2011年３月16日撮影）。当時同校にいた生徒たち
は城山方面に避難して無事だった

人的被害

身元判明者 61人

行方不明者 13人

合計 74人

死亡者率 2.4％

建物被害

全壊 197棟

半壊 162棟

一部損壊 99棟

合計 458棟

河
成
段
丘
の
部
分
を
越
え
て
扇
状
地（
山

と
接
し
て
い
る
部
分
）ま
で
を
幅
広
く
浸

水
さ
せ
て
い
る
。

猛
威
振
る
う
河
川
津
波

　

こ
の
津
波
が
も
た
ら
し
た
建
物
被
害

は
全
壊
１
９
７
棟
、半
壊
１
６
２
棟
お
よ

び
一
部
損
壊
が
99
棟
で
あ
っ
た
。
全
壊

と
半
壊
の
建
物
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、

一
部
損
壊
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
こ
と

は
大
槌
湾
に
直
接
面
し
た
地
区
と
は
大

き
く
異
な
る
。
例
え
ば
小
枕・伸
松
地
区

で
は
ほ
ぼ
全
て
の
建
物
が
全
壊
で
あ
っ
た
。

沢
山・
源
水・
大
ケ
口
地
区
を
襲
っ
た
河

川
津
波
の
特
徴
と
し
て
、海
に
面
し
た

地
区
と
比
べ
て
破
壊
力
が
小
さ
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、河
川
と
山
と
に

挟
ま
れ
た
比
較
的
小
さ
な
面
積
の
土
地

が
浸
水
す
る
た
め
、被
害
は
小
さ
く
な
い
。

特
に
大
石
前・
源
水・
屋
敷
の
各
地
区
は

集
落
の
大
半
が
河
成
段
丘
の
上
に
立
地

し
て
お
り
、河
川
津
波
の
被
害
を
大
き

く
受
け
た
。
ま
た
、地
震
に
よ
る
津
波
が

非
常
に
大
き
か
っ
た
た
め
、河
川
津
波
と

は
い
え
、沢
山
地
区
で
は
川
沿
い
の
低
地

を
津
波
が
さ
か
の
ぼ
り
、山
地
斜
面
近

く
ま
で
浸
水
し
た
。

　

３
地
区
の
人
口
は
３
１
０
４
人
で
、こ

の
う
ち
死
亡
者
は
74
人
で
あ
っ
た
。
死

亡
者
率
は
２・４
％
で
あ
る
。
大
槌
湾
に

面
し
た
地
区
で
は
約
13
％
の
死
亡
者
率

で
あ
る
の
で
、単
純
に
比
較
す
れ
ば
人
的

被
害
は
少
な
かっ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

海
に
面
し
た
場
所
で
の
津
波
で
は
な
く
、

河
川
津
波
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と

決
し
て
小
さ
な
被
害
と
言
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
人
的
被
害
が
出
た
こ
と
や
、大

槌
川
河
口
か
ら
源
水
地
区
ま
で
津
波
が

遡
上
し
、集
落
が
浸
水
し
た
こ
と
、沢
山

地
区
で
は
山
地
斜
面
近
く
ま
で
河
川
津

波
が
押
し
寄
せ
て
浸
水
し
た
と
い
う
事

実
は
河
川
津
波
の
脅
威
を
端
的
に
伝
え

て
い
る
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

各
地
区
の
被
害 

沢
山
・
源
水
・
大
ケ
口
地
区

川
沿
い
に
広
く
浸
水

　

沢
山・源
水・大お

ケが

口く
ち

地
区
は
大
槌
川

に
面
し
て
お
り
、地
区
背
後
の
山
か
ら
流

れ
出
て
く
る
土
砂
と
大
槌
川
が
運
ん
で

く
る
土
砂
に
よって
で
き
た
平
地
で
あ
る
。

山
の
近
く
は
扇
状
地
で
あ
り
、大
槌
川

に
面
し
た
部
分
は
同
川
の
元
河
床
で
階

段
状
の
台
地
に
な
っ
た「
河
成
段
丘
」で

あ
る
。
沢
山・
源
水・
大
ケ
口
地
区
が
立

地
す
る
の
は
、こ
の
よ
う
に
扇
状
地
と
河

成
段
丘
と
が
合
わ
さって
で
き
た
平
地
で
、

沢
山
地
区
は
扇
状
地
、源
水
地
区
と
大

ケ
口
地
区
は
河
成
段
丘
の
面
積
が
そ
れ

ぞ
れ
大
き
い
。

　

こ
れ
ら
の
地
区
を
襲
っ
た
の
は
、大
槌

湾
に
押
し
寄
せ
た
津
波
が
大
槌
川
を
遡そ

上じ
ょ
う

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
津

波
は
河
川
津
波
と
呼
ば
れ
て
お
り
、東

日
本
大
震
災
で
は
東
北
各
地
の
河
川
で

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
大
槌
川
を
遡
上

し
た
津
波
は
辺へ

ん

津つ

ケが

沢さ
わ

と
大
槌
川
の
合

流
点
付
近
と
屋
敷
集
落
付
近
ま
で
大
槌

川
を
氾
濫
さ
せ
た
。
津
波
が
到
達
し
た

最
上
流
部
は
大
ケ
口
二
丁
目
付
近
で
、こ

の
場
所
で
の
津
波
遡
上
高
は
８・２
メ
ー

ト
ル
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、沢
山
地
区
対
岸
の
新
町
で
は

８・９
メ
ー
ト
ル
の
浸
水
高
を
記
録
し
て
い

る
。
大
槌
川
と
山
地
斜
面
と
に
挟
ま
れ

た
場
所
に
立
地
す
る
沢
山・源
水・大
ケ

口
地
区
は
、津
波
の
侵
入
場
所
で
あ
る

大
槌
川
河
岸
と
集
落
と
の
距
離
が
近
く
、

こ
の
点
で
他
地
区
よ
り
も
避
難
が
困
難

で
あ
っ
た
。
ま
た
、津
波
は
川
に
面
し
た

■ 表３–10　沢山・源水・大ケ口地区の被害状況

第  

章
3 大槌高校

県立大槌病院

大槌中学校
大槌北小学校

国道45号

沢山

大ケ口

辺津ケ沢

屋敷

源水

大槌川

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波　

各
地
区
の
被
害

43 42



伸松側から見た小鎚川河口付近で逆巻く津波（2011年３月11日撮影） 大槌湾に面し、津波の破壊力が大きかった小枕地区（2011年３月19日
撮影）

津波にさらされた大槌町漁協小鎚川サケ・マス人工ふ化場（2011年３月
11日撮影）

小枕の集落は最も奥に立つ２軒を除いて全て被災した（2011年３月19
日撮影）

地形的な条件から小枕には海からの高い津波が、伸松には河川津波が押し寄せた（2011年３月14日撮影）
※写真中の情報は震災当時。方位は目安

人的被害

身元判明者 32人

行方不明者 10人

合計 42人

死亡者率 15.4％

建物被害

全壊 100棟

半壊 2棟

一部損壊 0棟

合計 102棟

し
た
。
こ
の
よ
う
に
伸
松
地
区
で
は
津

波
は
小
鎚
川
か
ら
侵
入
し
た
の
で
、津
波

が
河
川
を
遡
上
し
、河
川
を
氾
濫
さ
せ

る
こ
と
で
起
こ
る
河
川
津
波
の
性
格
が

強
い
。
こ
の
こ
と
が
、小
枕
地
区
よ
り
も

伸
松
地
区
が
約
２
メ
ー
ト
ル
津
波
遡
上

高
が
低
い
主
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
地
形
と
そ
の
配
置
が

津
波
被
害
に
大
き
く
影
響
し
、海
か
ら

の
直
接
の
津
波
被
害
と
河
川
津
波
の
両

方
が
隣
接
す
る
地
区
で
発
生
し
た
。

津
波
高
く
避
難
困
難

　

小
枕
地
区
と
伸
松
地
区
と
を
合
わ
せ
、

建
物
被
害
は
全
壊
１
０
０
棟
、半
壊
２
棟

で
あ
っ
た
。
被
災
し
た
建
物
の
ほ
ぼ
全
て

が
全
壊
し
て
お
り
、半
壊
は
ご
く
わ
ず
か

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、小
枕・伸
松
両
地

区
で
は
津
波
の
集
落
への
到
達
が
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
建
物
の
全
壊
に
つ
な
が
って
お
り
、

津
波
の
破
壊
力
が
大
き
かっ
た
こ
と
が
分

か
る
。
津
波
到
達
時
に
は
建
物
の
大
半

が
浸
水
し
、押
し
波
や
引
き
波
お
よ
び

津
波
に
伴
う
漂
流
物
に
よ
っ
て
建
物
が

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
。
こ
の
こ
と

は
両
地
区
の
最
も
山
に
近
い
場
所
で
、そ

れ
ぞ
れ
13・７
メ
ー
ト
ル
、８・６
メ
ー
ト
ル

の
津
波
遡
上
高
を
記
録
し
た
こ
と
か
ら

も
う
か
が
え
る
。

　

人
的
被
害
は
両
地
区
の
人
口
合
わ
せ

て
２
７
２
人
の
う
ち
、42
人
が
犠
牲
と
なっ

た
。
死
亡
者
率
は
15・４
％
の
高
率
に
達

し
、こ
れ
は
町
方
や
安
渡
な
ど
他
の
大
槌

湾
に
面
し
た
各
地
区
よ
り
さ
ら
に
高
い
。

特
に
大
槌
湾
に
面
し
た
地
区
で
は
津
波

の
遡
上
高
や
浸
水
高
が
高
く
、他
の
地

区
と
比
べ
て
避
難
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。

（
瀬
戸
真
之・福
島
大
学
客
員
准
教
授
）

各
地
区
の
被
害 

小
枕
・
伸
松
地
区

伸
松
は
河
川
津
波

　

小
枕
地
区
は
、す
ぐ
南
側
に
隣
接
す

る
白
石
も
合
わ
せ
て
、谷
の
出
口
部
分

が
山
地
斜
面
か
ら
出
て
き
た
土
砂
で
埋

め
立
て
ら
れ
て
で
き
た
低
平
地
で
あ
る
。

小
枕
地
区
は
、こ
の
低
平
地
の
前
面（
海

側
）を
さ
ら
に
人
工
的
に
埋
め
立
て
て
港

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
白
石
の
南
側
の

海
岸
は
海
が
山
を
削
って
作
っ
た
海
食
崖

で
あ
り
、
集
落
は
な
い
。
伸の

べ

松ま
つ

地
区
も

小
枕
地
区
と
同
様
に
谷
の
出
口
に
で
き

た
低
平
地
で
あ
る
が
、小
鎚
川
の
河
口
に

位
置
す
る
の
で
、川
が
運
ん
で
き
た
砂
が

堆
積
し
て
い
る
。い
ず
れ
も
面
積
は
小
さ

い
も
の
の
、山
が
ち
な
大
槌
町
の
海
岸
線

の
中
で
は
貴
重
な
生
活
の
場
で
あ
る
。

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
よ
る
津

波
は
、小
枕
地
区
の
最
奥
部
で
13・７
メ
ー

ト
ル
の
津
波
遡そ

上じ
ょ
う

高
を
記
録
し
て
い
る
。

小
枕
地
区
北
部
で
も
13・５
メ
ー
ト
ル
、

白
石
で
13・６
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
た
。

津
波
浸
水
高
は
明
確
で
は
な
い
。
伸
松

地
区
の
津
波
遡
上
高
は
小
鎚
川
河
口
の

最
先
端
部
で
11
メ
ー
ト
ル
、集
落
の
う
ち

最
も
山
に
近
い
場
所
で
８・６
メ
ー
ト
ル
で

あ
っ
た
。
伸
松
地
区
の
津
波
遡
上
高
は

小
枕
地
区
や
白
石
と
比
べ
て
若
干
低
か
っ

た
。
な
お
、こ
の
地
区
に
お
い
て
も
津
波

浸
水
高
は
明
確
で
は
な
い
。

　

小
枕
地
区
や
白
石
は
大
槌
湾
に
直
接

面
し
て
お
り
、湾
に
侵
入
し
た
津
波
を

直
接
的
に
受
け
た
。
一
方
、伸
松
地
区

は
直
接
海
に
面
し
て
お
ら
ず
、小
鎚
川
の

河
口
に
面
し
て
い
る
。
ま
た
、伸
松
地
区

は
北
側
が
小
鎚
川
に
面
し
て
い
る
た
め
、

津
波
は
北
側
か
ら
南
側
へ
向
か
って
侵
入

■ 表３–11　小枕・伸松地区の被害状況

第  

章
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サケ・マス人工ふ化場

町方

安渡

小鎚川
伸松

小枕

←至白石 大槌川

私
た
ち
を
襲
っ
た
津
波　

各
地
区
の
被
害

45 44



津
波
の
後
に
は
、火
災
の
恐
怖

昼
夜
関
係
な
く
行
わ
れ
た
消
火
活
動

　
小
國
峰
男
さ
ん（
69
）は
震
災
発
生
の
翌
３

月
12
日
か
ら
、消
防
団
と
し
て
活
動
を
開
始
。

変
わ
り
果
て
た
町
で
消
火
活
動
に
携
わ
り
な

が
ら
、被
災
し
た
町
と
向
き
合
っ
て
き
た
。
そ

し
て
、次
の
世
代
へ
思
い
を
つ
な
い
で
い
く
。

― 

地
震
の
衝
撃
は
、や
は
り
す
ご
い
も
の

で
し
た
か
？ 

　

３
月
９
日
に
も
地
震
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

大
き
な
津
波
が
来
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
３

月
11
日
も
津
波
が
来
た
と
し
て
も
大
し
た
こ

と
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
地
震
の

後
、釜
石
市
の
会
社
の
外
の
広
い
所
で
う
ろ

う
ろ
し
て
い
た
ら
、偶
然
通
り
か
か
っ
た
消
防

団
の
人
か
ら
「
す
ぐ
逃
げ
ろ
」っ
て
言
わ
れ
た

ん
で
す
。
そ
れ
は
大
変
だ
っ
て
い
う
こ
と
で
、

社
員
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
車
に
乗
っ
て
高
台
に

逃
げ
ま
し
た
。
津
波
が
来
た
ん
で
す
が
、海
に

近
か
っ
た
会
社
は
一
気
に
の
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

釜
石
か
ら
大
槌
へ
帰
ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、途

中
で
道
路
も
通
れ
な
く
な
っ
て
い
て
、そ
こ
で

車
を
乗
り
捨
て
た
。
そ
れ
か
ら
は
山
を
伝
っ

て
徒
歩
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
電
気
が
消
え

て
い
る
か
ら
道
は
暗
い
。
そ
の
一
方
、遠
く
で

爆
発
音
が
断
続
的
に
聞
こ
え
る
。
怖
か
っ
た
。

― 

戻
っ
て
き
て
、す
ぐ
消
防
団
に
合
流
し

た
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

　

安
渡
地
区
の
自
宅
に
戻
る
途
中
に
、偶
然
、

う
ち
の
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
が
高
台
の
所
で

赤
灯
を
回
し
て
い
た
。
そ
こ
で
消
防
団
に
合

流
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
翌
日
の
作
業
に
備

え
て
、ポ
ン
プ
車
の
中
で
寝
ま
し
た
。
と
て
も

寒
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
ま
す
ね
。
翌
日
か
ら

消
火
活
動
を
始
め
た
の
で
す
が
、本
当
に
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
あ
っ
た
。
結
局
、そ
の
日
か
ら

５
日
間
は
、い
つ
出
動
要
請
が
来
て
も
大
丈
夫

な
よ
う
に
ポ
ン
プ
車
で
寝
泊
ま
り
し
て
い
ま

し
た
。

― 

夜
が
明
け
て
、町
の
様
子
を
見
た
時
の

印
象
は
？

　

明
る
く
な
っ
て
、い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
見
え

て
き
た
。
正
直
、こ
ん
な
ふ
う
に
な
っ
た
ら
、

も
う
立
ち
直
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
い

ま
し
た
。
火
事
で
焼
け
落
ち
た
町
は
、本
当
に

爆
弾
で
も
落
ち
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
う
ほ

ど
。
焼
け
て
、骨
だ
け
に
な
っ
て
い
る
ご
遺
体

も
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
悲
惨
な
状
態
で
し
た
。

津
波
も
す
ご
か
っ
た
の
で
す
が
、そ
の
後
の
被

害
の
広
が
り
も
大
き
か
っ
た
。
消
火
活
動
を

し
て
い
ま
し
た
が
、こ
っ
ち
を
消
し
た
と
思
っ

た
ら
、ま
た
別
の
場
所
が
燃
え
て
い
る
と
い
う

連
絡
が
入
る
。
そ
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
山

か
ら
下
が
っ
て
き
た
火
が
家
に
近
づ
い
て
き

た
か
ら
助
け
て
く
れ
っ
て
、夜
中
に
出
動
し
た

こ
と
も
一
度
や
二
度
じ
ゃ
な
い
。
結
局
、大
槌

町
で
鎮
火
宣
言
が
出
た
の
は
５
月
に
入
っ
て

か
ら
で
す
よ
。

― 

地
域
に
お
け
る
消
防
団
の
役
割
は
重
要

で
す
ね
。

　

消
防
団
に
入
っ
て
く
る
人
は
、強
い
使
命
感

を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
自
分
た
ち
の
住
む
地

域
を
自
分
た
ち
で
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気

持
ち
で
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、高
齢
者

を
助
け
よ
う
と
し
て
亡
く
な
っ
た
団
員
も
い

ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
に
報
い
る
た
め
に
も
、

消
防
団
と
い
う
組
織
は
維
持
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い

屯
所
も
間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。
そ
し
て
、

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
こ
と
で
結
束
も

強
ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
大
槌
町
を

担
う
若
い
人
に
消
防
団
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
、

こ
の
思
い
を
引
き
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
取
材
／
2
0
1
９
年
４
月
）

Episode file
〜大槌の津波〜

小
お

國
ぐ に

 峰
み ね

男
お

さん

大槌町消防団第二分団　分団長
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